
ヤリイカの資源変動と来遊予測手法開発事業

伊藤欣吾

はじめに

ヤリイカの資源変動要因を解明し、中長期的な来遊予測が可能となる技術基盤を確立するとともに、

これらの研究成果を漁業者に広め、資源増殖及び管理の対策を通じ来遊資源の安定を招来し、ひいて

は本県沿岸漁業の安定に資するものである。

事業計画

事業計画は表lに示したとおりである。

表1 事業計画

目的 調査項目 半成12年度
l資源再生産過程の解明 1卵発生に及ぼす低水温の影響 。

2卵発生に及ぼす低塩分の影響

2中長期的資源変動の予測 3漁獲、海況データの収集整理 O 
4資源特性のモニタリング 0 
5沿岸水温のモニタリング 0 
6資源変動モデルの作成

3短期的来遊群の予測 7未成体分布量の把握 。
8移動経路の解明 0 
9水塊配置の解析
10来遊予測モデルの作成

材料と方法

卵発生に及ぼす低水温の影響

表2に示した室内実験を設けて、 5"Cから 11"cまでの低水温がヤリイカの卵発生に及ぼす影響につ

いて調べた。なお、本調査の結果は、青森県水産試験場研究報告第 l号 1) に掲載した。

表2 ヤリイカの卵発生に及ぼす低水温実験の概要

水温 低水温の水温ショック開始の 使用した卵数
回数 卵発生ステージ*1

一定水温でのふ化実験

5 10 

10 

10 

11 10 

低水温への温度ショック実験
9-5-9 15 10 

9-5-9 30 10 

9-5-9 15 21 

9-5-9 30 21 

9-5-9 15 26 

9-5-9 30 26 

1999年佐井村‘2 10 

判:発生ステージはBaeget al. 2)の28段階に従った。
*2 : 1999年2月l日以降の佐井村海面水温。
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漁獲、海況データの収集整理

県統計(青森県企画部発行の「青森県海面漁業に関する調査結果書(属地調査年報)J)により市町村別、

月別及び漁業種類別の漁獲量と漁獲金額を調べた (2000年12月までのデータ)。また、ヤリイカの水揚げ

主要漁協である八戸(八戸市場と八戸漁連)、大畑町、小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、深浦の月別銘柄別

漁獲量と漁獲金額を調べた (2001年7月までのデータ)。これらのデータは全てフロッピーディスクに記

録しデータベースとして当場に保管した。

資源特性のモニタリング

表3に示したヤリイカの生物測定を行った。測定項目は外套背長、体重、雌雄、成熟度、生殖腺重量、

外套膜重量及び胃内容物とした。雄については、生殖腺を精巣、貯精嚢及び精爽嚢に分けて重量を測定し、

成熟度の判定は精爽嚢に精爽が入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。雌については、てん卵

腺の重量および生殖線を卵巣、輸卵管及び輸卵管線に分けて重量を測定し、成熟度の判定は輸卵管に卵が

入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。

生物特性値の推定にあたっては、標本を月毎に集計し、月毎の銘柄別漁獲量を重み付けして求めた。こ

れら 2000年漁期 (8月~翌年7月)の生物特性値を通去のデータ 3) と比較した。

表3 ヤリイカ生物測定標本

年月日 漁協 清窪 銘柄* 個掠数 本:各銘柄3kg入り
2000.10.10 鯵ヶ沢 沖合底曳網 水 100 冬期:大:13個体まで
2000.11.20 鯵ヶ沢 沖合底曳網 水小 43 小:14-22個体
2000.12.19 大戸瀬 底建網 36 水:23個体以上
2000.12.19 大戸瀬 底建網 大 21 春期:大:15個体まで
2001.01.17 大戸瀬 底建網 61 小:16-25個体
2001.01.17 大戸瀬 底建網 大 51 水:26個体以上
2001.02.14 大戸瀬 底建網 水 69 
2001.02.14 大戸瀬 底建網 77 
2001.02.14 大戸瀬 底建網 大 70 
2001.03.22 大戸瀬 底建網 7tく 73 
2001.03.22 大戸瀬 底建網 72 
2001.03.22 大戸瀬 鹿建網 大 70 
2001.04.17 大戸瀬 底建網 水 89 
2001.04.17 大戸瀬 底建網 72 
2001.04.17 大戸瀬 底建網 大 75 

沿岸水温のモニタリング

表4に示した水温の観測を行った。自記式水温計は、深浦町においてはアレック電子社製MDS-Tを、そ

の他の場所ではVEMCO社製MINILOGを用いた。水温計の交換は3ヶ月に l度行った。

表4 沿岸水温観測の概要

開始年月日 場所 海底深度(m) 観測点 観測インターバJレ

1995.03.06深浦町大戸瀬漁港地先 25 海面下5mと海底上3mの2点 10分ごと

2001.01.20佐井村長後漁港地先 50 海面下5mと海底上3mの2点 1時間ごと

2000.12.11 大畑町木野部地先 30 海面下5mと海底上3mの2点 1時間ごと

2001.04.02東通村尻労漁港地先 50 海面下5mと海底上3mの2点 1時間ごと

2001.01.18八戸市蕪島地先 14 海面下3mと海底よ3mの2点 1時間ごと
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未成体分布量の推定

試験船青鵬丸によるオッタートロール調査結果の資料4)をもとに、ヤリイカの未成体の分布動向を解析

した。オッタートロール網の仕様は袖網長7.5m、網口幅2m、網口丈2m、内網目合 11mmである。掃海面積

は掃海距離×袖先間隔(ネットスキャンマーより平均 11.9m)とし、個体数密度は漁獲効率!とし、採集

個体数÷掃海面積とした。操業は全て日中に行われた。

移動経路の解明

青森県周辺海域におけるヤリイカの移動はほぼ解明されている5)が、八戸沖の大きな漁場については不

明のままである。そこで、八戸沖において、試験船東奥丸のいか釣機によりヤリイカを採集し、標識放流

を行った。

結果

卵発生に及ぼす低水温の影響

表5の実験結果に示したとおり、 70C以下の低水温がヤリイカの卵発生に悪い影響を及ぼすことが明ら

かになった。詳しくは、青森県水産試験場研究報告第 l号 1) を参照。

表 5 卵発生に及ぼす低水温実験の結果

実験蛮定 実験結呆
水温 (OC) 低水温の日数開始スァージ ふ化率(%) ふ化要日数 50%ふ化日

一定水温でのふ化実験

5 10 。
7 10 48 138 --- 163 152 
9 10 89 88 --- 111 95 
11 10 85 59 --- 78 68 

低水温への温度ショック実験

9-5-9 15 10 83 95 --- 118 101 
9-5-9 30 10 72 107 --- 134 113 

9-5-9 15 21 58 96 --- 119 101 
9-5-9 30 21 。
9-5-9 15 26 73 95 --- 126 103 

9-5-9 30 26 63 98 --- 135 117 

1999年佐井村 10 74 99 --- 127 116 

漁獲、海況データの収集整理

図l、図 2、図3に示したとおり、 1999年漁期 (8月~翌年7月)の漁獲量は3，267トン(前年比96%)、

漁獲金額は30億 2，900万円(前年比89%)であった。また、前年に比べ津軽海峡で増加、日本海で減少、

釣が増加、棒受網が減少したことが特徴であった。

付表 lに主要漁協の月別漁獲量 10ヵ年分を示したが、過去9ヵ年と比較し 1999年漁期の漁獲量は八戸、

大畑、鯵ヶ沢で多く、その他の漁協では少なく、特に下前漁協がきわめて少なかった。また、図4に月別

ヤリイカ漁獲量の経年変化を示したが、鯵ヶ沢・大戸瀬における漁期はじめの 12月の漁獲量が、 1989年

頃を境に少なくなっていた。
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資源特性のモニタリング

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協において、各月ごとのヤリイカ生物測定結果をもとに、その月の漁獲量を重み

付けし、漁獲個体数、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定した。

図5に鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協における近年のヤリイカ月別漁獲重量と月別推定漁獲個体数を示す。

2000年漁期は、漁獲重量、漁獲個体数ともに、近年では最も少なく、また、そのピークは2月にあった。

推定結果をもとに、図6に雌雄比、図 7に平均体重、図 8に平均外套背長、図9に成熟割合、図 10に外

套背長組成を示す。 2000年漁期は、雌の漁獲個体数が雄よりやや多く、近年と変わらない状況であった。

平均体重と平均外套背長は近年の中では小型で推移した。成熟個体の割合は雄が12月に、雌が1月に 50

%を超え、近年と変わらない状況であった。
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沿岸水温のモニタリング

図11に深浦町大戸瀬漁港地先海深 25m地点における海底上3mの水温の推移を示す。 1月の水温を 1996

年以降で比較すると、年々高くなっていたが、 2001年は1996年に次いで低かった。最低水温については、

1996年が最も低く、また、 2001年は 8"(;以上であった。

図12に鯵ヶ沢町定地観測による、 2月平均水温の経年変化を示す。 2月平均水温は、 1951"""1988年で

は6"(;を中心に 5"""7，，(;の範囲で年変動していたが、 1989年以降は 7"""8"(;の範囲であった。
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図 12

未成体分布量の推定

表6、7に1999年と 2000年の青鵬丸オッタートロール調査によるヤリイカの外套背長組成を示す。 1999

年9月の調査では、 100m以浅ではML40"""70mmにモードがあり、 100m以深ではそれよりやや大きかった。

1999年 10月の調査ではML60"""100mmにモードが見られた。 2000年 10月はML50"""100mm、11月は 70'" 

120mmにモードが見られた。水深を増すごとに、また、時間を経過するごとにヤリイカが大型になる傾向

が見られた。

図 13にヤリイカの分布密度を示す。水深 50'"200 mの聞に分布が見られた。水深50"""100mに分布の
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中心があるように見うけられた。
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移動経路の解明

図14にイカ釣操業地点を、表8に釣獲結果を示す。八戸沖において、ヤリイカを 13個体釣り上げ、そ

のうち 10個体にアンカータグを取り付け、その場で放流した。しかし、再捕報告はなかった。

表8 イカ釣操業による漁獲個体数

調査地点 ヤリイ力 スルメイカ。 25 

2 。 11 

3 。 。
4 。 45 

5 。 。
6 13 483 

7 。 31 

200m 

図 13 イカ釣操業地点
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考察

卵発生に及ぼす低水温の影響

本実験結果は、桜井ほか 6)がヤリイカ産卵海域の水温が低下する前に産卵された卵は(主に冬産卵)、冬

季低水温、特に5t以下の水温期間の長さと短期的水温変化が再生産の成否を決定しているという報告を

支持するものである。また、桜井ほか 6)はヤリイカの資源変動を予測する場合には、産卵海域の現場水温

のモニタリングが重要であることを報告している。本実験結果により、 50Cの水温期間の長さとふ化率と

の関係が明らかになったことは、今後の水温のモニタリングによる資源変動予測に寄与するものと思われ

る。

漁獲、海況データの収集整理

本県日本海側におけるヤリイカの冬季の漁獲ピークが徐々に遅れてきている要因については、暖冬によ

る漁場の北偏という考えもあるが、想像の域を出ない。いずれにしても、漁獲量の変動要因を解明するた

めには、本県沿岸で漁獲されるヤリイカと同ーの集団について解析する必要がある。その集団の分布は、

日本海においては能登半島以北と推定されている 5)7)が、太平洋側においては明らかにされていない。そ

こで、漁獲変動の要因を解明するためにも分布域を明らかにする必要がある。

資源特性のモニタリング

資源特性値として、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定したが、 4カ年のデータしかな

いこと、また、資源的に高水準と思われるデータのみであることから、比較検討するためには、今後も、

生物特性値を継続的にモニタリングする必要がある。また、日齢査定による群構造の解明も行う必要があ

る。

沿岸水温のモニタリング

卵発生に及ぼす低水温の実験結果から、 5t以下の水温期間の長さと短期的水温変化が再生産の成否を

決定すると考えられた。このことが、資源変動にどれだけ影響しているのか、また、資源変動を予測する

うえでも、産卵海域の水温をモニタリングすることは重要なことである。 2001年から開始した青森県沿岸

5ヶ所の底層の水温観測を継続実施する必要がある。

未成体分布量の推定

青森県太平洋側の海域水深50"-'200mにヤリイカ未成体の分布を確認した。分布の中心や季節変化まで

は解析できなかった。当海域は、沖合底曳網によるヤリイカの漁場と一致する。今後は、当海域における

漁獲の年変動と、試験船調査による分布密度の年変動とをつき合わせて解析し、資源量を推定する必要が

ある。

移動経路の解明

八戸沖の大きなヤリイカ漁場について、群の分布移動を解明することは、資源変動予測や漁況予測の面

からも最重要課題である。しかしながら、八戸沖の漁場において、試験船イカ釣機によりヤリイカを釣る

ことは、きわめて難しいため、大量に標識放流できない状況にある。
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